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３ 水産業部門 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

水産試験場 

 水産試験場 

  蒲郡市三谷町若宮９７ 

  〒 ４４３－００２１ 

  ＴＥＬ ０５３３－６８－５１９６ 

  ＦＡＸ ０５３３－６７－２６６４   

  https://www.pref.aichi.jp/site/suisanshiken/ 
 
  漁業生産研究所 

   知多郡南知多町大字豊浜字豊浦２－１ 

   〒 ４７０－３４１２ 

   ＴＥＬ ０５６９－６５－０６１１ 

   ＦＡＸ ０５６９－６５－２３５８ 
 
  内水面漁業研究所 

   西尾市一色町細川大岡一の割５６－６ 

   〒 ４４４－０４２５ 

   ＴＥＬ ０５６３－７２－７６４３ 

   ＦＡＸ ０５６３－７２－７８６５ 
 
  内水面漁業研究所 三河一宮指導所駐在 

   豊川市豊津町柳不呂９５ 

   〒 ４４１－１２２２ 

   ＴＥＬ ０５３３－９３－１４３３ 

   ＦＡＸ ０５３３－９３－１４３４ 
 
  内水面漁業研究所 弥富指導所駐在 

   弥富市前ケ須町野方８０１－２ 

   〒 ４９８－００１７ 

   ＴＥＬ ０５６７－６５－２４８８ 

   ＦＡＸ ０５６７－６５－２４８５ 

  

https://www.pref.aichi.jp/site/suisanshiken/
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(１)水産業を取り巻く状況 

   水産分野においては、海域の貧栄養化23をはじめとする漁場環境の変化等、以下のと

おり試験研究により解決を目指す必要がある問題が顕在化している。 

 

  ○海域の貧栄養化に伴うアサリ資源等の減少 

  ○干潟・浅場の喪失による赤潮や貧酸素水塊24の拡大 

  ○高水温によるノリ養殖漁期の短縮や藻場25の衰退 

  ○ノリ養殖での鳥や魚による食害の拡大 

  ○河川の餌料環境の悪化に伴う漁業生産力の低下 

  ○養殖魚種の多様化に伴う魚類疾病の発生リスクの増加 

 

(２)試験研究における今後の方向性 

   試験研究基本計画 2025 では、「豊かな水産資源を育む漁場環境の創造」、「気候変動等

の環境変化に対応した水産資源の持続的利用」、「地域の特性を生かした増養殖の推進」

を重点研究目標として、関連する要望の達成や課題の解決に向けた技術開発や品種開発

に取り組んできた。 

   これまでの取組を踏まえ、「水産業を取り巻く状況」に記載した問題を解決するため、

以下の方向性で試験研究に取り組む必要がある。 

 

 ア 豊かな水産資源を育む漁場環境の創造 

  ○望ましい栄養塩濃度を実現するための栄養塩管理方策の検討 

  ○自動観測ブイ等のデータを活用した漁場環境予報精度向上、漁業被害軽減技術開発 

  ○有害・有毒プランクトン26のモニタリング、予察手法の高度化 

  ○河川の生産力に応じた漁場利用技術27の開発・実用化 

  ○アサリの生残を高める漁場造成技術の開発 

 

 イ 気候変動等の環境変化に対応した水産資源の持続的利用 

  ○年齢構成の正確な把握等による資源評価精度のさらなる向上 

  ○海況情報を活用した漁況予測技術の開発 

  ○資源状況の正確な把握と漁業者が行う有効な資源管理方策の開発 

  ○環境変化に対応した経営分析に基づく効果的な操業技術の開発 

  ○天然遡上アユやアマゴ発眼卵放流28等による経済性の高い放流技術の開発・実用化 

 
23 貧栄養化：植物プランクトンの増殖に必要な栄養塩（窒素やリン等）が不足する状態。基礎生産力を低下させ、漁業生産減少の一因

となっている 
24 貧酸素水塊：海水中に溶け込んだ酸素の量が少なくなった水塊のこと。夏季には表層と底層の水温差により水が混ざりにくくなるこ

とに加え、海底に蓄積した有機物の分解により酸素が消費され形成される。 
25 藻場：沿岸域に形成された様々な海藻（草）の群落のこと。藻場は多くの水生生物の生活を支え、特に水生生物の産卵や幼稚仔生育

の場として重要である。また、藻場は窒素やリン、炭酸ガスを吸収し、酸素を供給する等、環境改善に大きな役割を果たしている。 
26 有害・有毒プランクトン：魚介類や人に悪影響を及ぼす浮遊生物の総称。魚介類のへい死や食中毒の原因となることがある。 
27 漁場利用技術：漁場環境を調査・評価し、環境に適した魚種を選び増殖する技術のこと。漁場の効果的な利用が可能となる。 
28 発眼卵放流：目ができた段階の魚の卵（発眼卵）を河川等に放流すること。資源回復のために行われる増殖技術の一つである。 
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 ウ 地域の特性を活かした増養殖の推進 

  ○アサリ等二枚貝類資源形成に必要な環境・生物要因の解明、効果的増殖技術の開発 

  ○高水温耐性及び高収穫性を持つノリ品種の開発並びに食害対策技術の確立 

  ○衰退した藻場の回復技術の開発 

  ○成長・生残に優れたウナギ仔魚用の乾燥飼料の開発 

  ○ウナギ養殖の生産性向上技術の開発 

  ○多様化する養殖業に対する防疫対策の推進 

  ○遺伝子解析29を用いたキンギョの品種開発の効率化 

 

   本計画では、これらの方向性に基づき、水産試験場の各組織で取り組むべき技術開

発の内容を明確にするとともに、的確な現場ニーズの把握、関係機関との連携、地域

に根ざした技術展開を十分に考慮し、新たな試験研究体系を設定して顕在化する問題

の解決に取り組む。 

 

［これまでの研究成果］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
29 遺伝子解析：遺伝情報（DNA）を調べて解析することで、より目的に合った品種を効率的に育成・改良する技術。この技術を活用する

ことで品種改良の短期化が期待される。 

漁獲開始を遅くした場合の漁獲量増大効果 
（カタクチイワシ） 

大型雌ウナギ生産技術の実用化 生分解性袋網によるアサリ保護技術の開発 

栄養塩管理運転の効果把握 
（全リンの最大拡散範囲） 
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(３)試験研究体系 

   本計画では、次の三項目の「柱」を中心として全ての取組事項を整理・体系化し、試

験研究を推進する。 

   また、水産分野では、近年の貧栄養化や高水温化など、漁場環境の変化に対応する技

術開発が喫緊の課題となっていることから、「貧栄養化をはじめとした漁場環境の変化

に対応する技術の開発」を重点研究テーマに設定し、地域特性や漁業の実態を踏まえ、

内水面漁業から沿岸漁業、さらには養殖業に至るまで、関連する取組事項をパッケージ

化して効果的に推進する。 

 

 柱１ 漁業生産を支える健全な漁場環境の実現  

    健全な漁場環境を実現するため、貧栄養化や貧酸素水塊、有害・有毒プランクトン

について観測・調査を行い、これらによる漁業被害の対策技術の開発を目指す。 

 

 柱２ 気候変動に対応した漁業生産技術の向上 

    漁場環境の変化に対応した漁業生産技術の向上を図るため、水産資源の解析技術や

効率的な操業技術、ノリやアサリ等の増養殖技術、藻場回復技術の開発を目指す。 

 

 柱３ 効率性の高い内水面増養殖技術の推進 

    河川漁協と養殖業者の経営安定を図るため、河川の生産力に応じた漁場利用技術及

び経済性の高い放流技術の開発・実用化、効率的な養殖技術の開発を目指す。 

 

【重点研究テーマ】貧栄養化をはじめとした漁場環境の変化に対応する技術の開発 

  漁場の貧栄養化や貧酸素水塊の拡大、高水温をはじめとした漁場環境の変化に対応する

ため、アサリ等二枚貝類、ノリ、ウナギ等の増養殖技術や、漁況予測、経営分析等を用い

た効率的な漁業技術を開発する。 
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(４)重点研究テーマ 

テーマ 貧栄養化をはじめとした漁場環境の変化に対応する技術の開発 

 

〔背 景〕 

・近年の海域の貧栄養化に伴う、アサリ等の資源の減少や、ノリの色落ち30が発生してお

り、貧栄養化への対策技術の開発が急務である。 

・高水温化に伴い漁獲される魚種や漁場が変化しており、漁況の予測技術や効率的操業技

術が求められる他、減少した藻場の回復技術やノリの品種改良が重要となっている。 

・シラスウナギの採捕量が減少する中、天然資源に依存しない持続的な養鰻業の実現に向

けて、シラスウナギの大量生産技術の開発が必要である。 

・河川漁協の厳しい経営状況を踏まえ、河川の生産力に応じた漁場利用技術及び天然遡上

アユやアマゴ発眼卵等を活用した、経済性の高い放流技術の開発・実用化が求められて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
30 色落ち：栄養塩濃度の低下により、ノリ細胞中の色素（クロロフィル等）の生成が阻害され、色調が低下する（黒色→茶色）。 
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(５)取組事項一覧 

柱１ 漁業生産を支える健全な漁場環境の実現 

 

〔漁場保全部門〕 

取組事項 数値目標 担 当 

・海域の貧栄養化の影響評価と対策技術の開発《重点》 
１種 

１技術 

漁場保全Ｇ 

漁場改善Ｇ 

海洋資源Ｇ 

栽培漁業Ｇ 

・自動観測ブイや海洋調査データの活用等による漁場

環境の予報技術の開発 
１技術 

漁場保全Ｇ 

漁場改善Ｇ 

・有害・有毒プランクトンの発生機構の解明とモニタリ

ングや予察技術の高度化 
２技術 漁場保全Ｇ 

 

〔漁場改善部門〕 

取組事項 数値目標 担 当 

・アサリの生残を高める漁場造成技術の開発《重点》 １技術 漁場改善Ｇ 

・貧酸素水塊等による漁業被害軽減技術の高度化 １技術 漁場改善Ｇ 
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〔海洋資源部門〕 

取組事項 数値目標 担 当 

・水産資源の評価技術の高度化 ２魚種 
海洋資源Ｇ 

栽培漁業Ｇ 

・効率的な操業につなげるための漁況予測技術の開発

《重点》 
１技術 海洋資源Ｇ 

・正確な資源評価に基づく有効な資源管理技術の開発 ２技術 海洋資源Ｇ 

・経営戦略に基づく小型機船底びき網の効率的な操業

技術の開発《重点》 
１技術 海洋資源Ｇ 

 

〔海面養殖部門〕 

取組事項 数値目標 担 当 

・高水温耐性及び高収穫性を持つノリの品種改良 

《重点》 
１品種 栽培漁業Ｇ 

・効率的なノリの食害対策技術の開発 １技術 栽培漁業Ｇ 

 

〔海面増殖部門〕 

取組事項 数値目標 担 当 

・アサリ等二枚貝類の資源形成に必要な環境・生物要

因の解明と効果的な増殖技術の開発《重点》 
１技術 

栽培漁業Ｇ 

漁場改善Ｇ 

・温暖化等により減少した藻場回復技術の開発《重点》 １技術 栽培漁業Ｇ 

  

柱２ 気候変動に対応した漁業生産技術の向上 
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柱３ 効率性の高い内水面増養殖技術の推進 

 

〔内水面増養殖部門〕 

取組事項 数値目標 担 当 

・河川の生産力に応じた漁場利用技術及び経済性の 

高い放流技術の開発・実用化《重点》 
２技術 

内水面養殖Ｇ 

冷水魚養殖Ｇ 

・成長・生残に優れたウナギ仔魚用の乾燥飼料の開発

《重点》 
１種類 栽培漁業Ｇ 

・ウナギ養殖の生産性向上技術の開発 １技術 内水面養殖Ｇ 

・キンギョ等の養殖魚種に対する効率的な魚類防疫対策

技術の開発 
２技術 

冷水魚養殖Ｇ 

観賞魚養殖Ｇ 

・遺伝子解析技術を用いたキンギョの新品種開発 １品種 観賞魚養殖Ｇ 

 

 

  


